
吉賀町の人口・世帯数
（平成 29 年 2 月 1 日現在）
 人　口　6,392 人　（- 6）
 　男　　3,015 人　（  0）
 　女　　3,377 人　（- 6）
 世帯数　3,166 世帯(- 5）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１７年（平成２９年）
３月号・№１３７

朝日が照らす樹氷
　　待ち遠しい春

空気中の水蒸気が昇華して樹枝などの地物に付着した樹枝状の結晶

平成 29 年 1 月 26 日（木）下高尻にて撮影

霧氷（樹霜）
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春の全国火災予防運動

３月１日（水）～３月７日（火）

「消しましょう　その火その時　その場所で」

を統一標語のもと春の火災予防運動が全国一斉に実施されます。

火事・救急・救助は１１９

六日市分遣所

　　　☎　７７‐０１６２

柿木分遣所

　　　☎　７９‐２２０１

【目指せ！住宅用火災警報器設置率１００％】

(現在、吉賀町は７５．４％です )
　住宅用火災警報器設置は義務付けられています。設置する場所を確認しましょう。

　　　　　の部分が設置義務の場所、　　　　　の部分は可能であれば設置して頂きたい場所です。

　建物火災の死者のうち 7割は就寝中の『逃げ遅れ』によるものです。住宅用火災警報器の設置に

より、火災発生時の熱や煙をブザーで知らせてくれ、『逃げ遅れ』を防ぐことができます。

　これから暖かくなり、空気も乾燥します。ストーブ等を使用する機会は少なくなるかもしれませ

んが、火災はちょっとした気の緩みや不注意から発生することが多いので注意しましょう。

※部屋及び階段のどの位置に設置するのか

火災警報器の中心を

壁から６０㎝以上離

します。

換気扇やエアコン等

の吹き出し口から

１．５m 以上離しま

す。

はり等がある場合は、

火災警報器の中心から

はり等を６０㎝以上離

します

天井から１５～５０㎝

以内に火災警報器の中

心がくるように取り付

けます。

天井取り付けの場合

天井取り付けの場合

（壁取り付けでも同様）

天井取り付けの場合

壁取り付けの場合

60㎝以上

60 ㎝以上

15 ㎝

50 ㎝

設置可能範囲
1.5m 以上

居室
台所

寝室
階段

寝室
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益田税務署からのお知らせ

確定申告はお済みですか？

詳しい情報は国税庁ホームページへ 国税庁 で 検　索

所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告・納税は

３月１５日（水）まで

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告・納税は

３月３１日（金）まで

【所得税及び復興特別所得税】　　　　４月２０日（木）

【消費税及び地方消費税（個人事業者）】４月２５日（火）

確定
申告

確定
申告

申告書にはマイナンバーの記載と本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。

ただし、e-Tax で送信すれば本人確認書類の提示等は不要です。

申告者ご本人や扶養親族の方などマイナンバーを記載

本人確認書類の

提示又は写しの添付

※税務署へ来署される皆様へ

　税務署の駐車場は駐車スペースが少なく、申告期間中は混雑が予想されますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。

問い合わせ先　益田税務署 ☎(０８５６)２２－０４４４

振替納税をご利用の場合の振替日

「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」の用紙

は国税庁ホームページからダウンロードできます。

　「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従って金額等を入力することにより、

確定申告書等を作成することができます。

　また、作成したデータは、「e-Tax（電子申告）」を利用して提出できます。

申告書の作成は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」が便利！

税金は期限内に納めましょう確定
申告

　現金に納付書を添えて納付する場合には、納期限までにお近くの金融機関（日本銀行歳入代理店※１）又は

所轄の税務署の納税窓口で納付してください。

● e-Tax を利用すれば自宅や事務所などからインターネット等を利用して電子納税することができます。

●振替納税は、納税のために金融機関や税務署に出向く必要がなく、大変便利で確実な納付方法です。

　お申込は、「預貯金口座振替依頼書兼納付書送付依頼書」に必要事項をご記入・押印の上、申告期限までに

　税務署又は金融機関に提出してください。便利で確実な振替納税をご利用ください。

税務職員を装った「振り込め詐欺」にご注意ください確定
申告

　税務職員を装い、現金自動預け払い機（ATM）を操作させ振込みを行わせる「振り込め詐欺」による被害が

発生しております。税務署や国税局では、

●還付金受取のために金融機関等の ATM の操作を求めることはありません。

●国税の納税のために金融機関の口座を指定して振込みを求めることはありません。

ご不審な点があるときは、税務署にお問い合わせください。

○ 山陰合同銀行　○ 島根銀行　○ 日本海信用金庫 　

○ 山口銀行　○ 西中国信用金庫　○ 郵便局 （簡易郵便局を除く）

※１日本銀行歳入代理店 （益田税務署管内）
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消費者庁からのお知らせ

【入浴中の事故死の実態】

厚生労働省の人口動態統計による家庭の浴槽での溺死者数は、平成２７年に４，８０４人で１、平成１６

年の２，８７０人と比較し１１年間で約１．７倍に増加しました（図１）。このうち約９割が６５歳以上の

高齢者です。（図２）

冬季に多発する高齢者の入浴中の事故に御注意ください！

安全に入浴するために、以下の点に注意しましょう。

①入浴前に脱衣所や浴室を暖めましょう。

②湯温は 41 度以下、湯に漬かる時間は 10 分まで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を目安にしましょう。

③浴槽から急に立ち上がらないようにしましょう。

④アルコールが抜けるまで、

　　　　　　　　　　　また、食後すぐの入浴は控えましょう。

⑤精神安定剤、睡眠薬などの服用後入浴は

　　　　　　　　　　　　　　　危険ですので注意しましょう。

⑥入浴する前に同居者に一声掛け、

　　　同居者は、いつもより入浴時間が長いときには

　　　　　　　　　　　　　　　入浴者に声掛けをしましょう。

＜詳細等＞ 今回の注意喚起の詳細、背景は次のリンクを参照してください。

冬場に多発する高齢者の入浴中の事故に御注意ください！（消費者庁注意喚起 平成 28 年１月 20 日）

http://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/release/pdf/160120kouhyou_2.pdf
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島根県最低賃金のお知らせ

時間額 引上額 効力発生日

島 根 県 最 低 賃 金 ７１８円 ２２円 ２８．１０.１

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業・鉄素形材製造業 ８３６円 ２３円 ２８．１１.３０

はん用機械器具・生産用機械器具・業務用機械器具製造業 ８２０円 ２２円 ２８．１２.２２

電子部品・デバイス・電子回路・電気機械器具・情報通信機械器具製造業 ７５６円 ２１円 ２８．１２.２５

自動車・同付属品製造業 ８１２円 ２１円 ２８．１２.１０

百貨店・総合スーパー ７４８円 １９円 ２８．１２.２４

自動車（新車）小売業 ７９０円 ２２円 ２８．１２.１６

注意　１．最低賃金は、常用・臨時・パートなどすべての労働者に提要されます。

　　　２．最低賃金の対象となる賃金には、時間外・休日・深夜手当や結婚手当・精皆勤手当・通勤手当・家族手当などは含まれません。

　　　３．年齢、従事する業務の内容などによって、適用される金額が異なる場合があります。

詳しくは島根県労働局へお問い合わせください
☎　０８５２‐３１‐１１５８

http://pc.saiteichingin.info/

都市計画公聴会の開催

　島根県では、六日市都市計画区域における、整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスター

プラン）の変更を行うため、原案についての縦覧、公聴会を開催します。

都市計画公聴会

　日　時：３月２４日 (金 )１５時から

　場　所：六日市基幹集落センター大集会室（鹿足郡吉賀町六日市７５０）

意見公述の申込

　この公聴会で意見公述を希望される方は、３月３日 (金 )～３月１７日 (金 )の期間内に、住所、

氏名、意見の要旨を記入した書類「意見申出書」を、島根県都市計画課（〒 690-0887 松江市殿町

８番地）または吉賀町役場企画課（〒 699-5513 鹿足郡吉賀町六日市 750）まで、郵送またはご持

参ください。意見申出書の様式は島根県都市計画課ホームページから入手できます。

公聴会の傍聴

　公聴会の傍聴はどなたでもできますので、当日直接会場にお越し下さい。

　なお、意見公述の申し込みが無かった場合は公聴会を中止することとし、 島根県都市計画課の

ホームページにてお知らせいたしますのでご確認ください。

意見公述の申込

　期　間：３月３日 (金 )～３月１７日 (金 )　８時３０分から１７時１５分まで（閉庁日を除く）

変更原案の縦覧

　期　間：３月３日 (金 )～３月２３日 (木 )（閉庁日、閉庁時間を除く）　

　場　所：吉賀町役場企画課（六日市庁舎１階）、島根県都市計画課（県庁南庁舎４階）

　その他：原案は島根県都市計画課のホームページでも閲覧できます。

問い合わせ先

　島根県都市計画課　☎　０８５２-２２-５６９９

　吉賀町建設水道課　☎　０８５６-７９-２２１２
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サクラマス 吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

昨
年
の
８
月
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ク
ラ
マ

ス
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工
事
。
関
係
者
の

方
々
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
あ
と

わ
ず
か
で
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
関
係
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

支
援
室
で
は
、
昨
年
12
月
に
高
校
教
師
、

１
月
に
該
当
の
生
徒
を
対
象
に
事
前
見
学

会
を
行
い
ま
し
た
。
内
部
の
様
子
や
間
取

り
、
備
え
付
け
の
家
具
等
の
見
学
を
通
し

て
、
セ
ン
タ
ー
内
の
く
ら
し
を
想
像
し
、

新
し
い
生
活
へ
心
の
準
備
を
整
え
る
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
食

堂
）
な
ど
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
と
、
一
人
部

屋
の
居
室
空
間
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
く

ら
し
を
自
分
で
創
り
な
が
ら
、
集
団
生
活

の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
も
身
に
付
け
ら
れ
る

サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

完
成
間
近
！

場
に
な
る
よ
う
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
交
流
セ
ン

タ
ー
が
地
域
の
新
た
な
交
流
施
設
に
な
る

よ
う
、
利
用
生
徒
が
、
積
極
的
に
地
域
の

活
動
に
参
加
し
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

交
流
し
た
り
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

支
援
室
で
は
、
３
月
に
竣
工
式
と
内
覧

会
を
左
記
の
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
正
式
に
開
所
す
る
「
サ
ク
ラ
マ

ス
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

派
遣
社
会
教
育
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
内　

直
也

『サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
給
食
が

　
　
　
　

各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
！
」

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

～
「
ふ
る
さ
と
で
の
学
び
や
体
験
を
も
と
に
、

い
つ
の
日
か
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
の
将
来
を
支
え

る
人
材
（
人
財
）
の
育
成
」
を
め
ざ
し
て
～

　

吉
賀
町
の
教
育
の
核
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
学

校
の
給
食
に
地
域
の
方
も
参
加
し
て
一
緒

に
食
べ
て
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、
給

食
前
後
に
は
一
緒
に
様
々
な
活
動
を
行
い

「
豊
か
な
人
と
の
関
わ
り
」
を
広
げ
て
い

ま
す
。
今
回
は
吉
賀
中
学
校
区
（
七
日
市
・

朝
倉
地
区
）
で
行
わ
れ
た
交
流
給
食
の
様

子
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

９
月
16
日
に
朝
倉
地
区
１
回
目
の
交
流

給
食
が
行
わ
れ
、
楽
し
く
給
食
を
食
べ
て

い
ま
す
。
給
食
後
は
、
授
業
参
観
に
加
え

学
校
保
健
委
員
会
に
も
参
加
し
、
健
康
に

つ
い
て
子
ど
も
も
保
護
者
も
地
域
の
大
人

も
一
緒
に
学
び
ま
し
た
。
今
年
度
３
回
の

交
流
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
19
日
に
は
七
日
市
地
区
で
保
育

所
・
小
学
校
・
中
学
校
・
吉
賀
高
等
学
校
、

地
域
住
民
が
参
加
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
参
加
さ

れ
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
花
を
地
域
の

施
設
等
に
も
運
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
活

動
後
は
各
教
室
に
分
か
れ
て
給
食
で
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
26
日
に
は
吉
賀
中
学
校
に

て
交
流
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
給
食
後

は
百
人
一
首
大
会
に
地
域
の
大
人
チ
ー
ム

で
出
場
し
ま
し
た
。
何
と
か
最
下
位
は
免

れ
ま
し
た
が
、
緊
張
感
漂
う
中
で
の
カ
ル

タ
を
通
し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま

し
た
。
七
日
市
地
区
で
は
今
年
度
４
回
の

交
流
給
食
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
吉
賀
中
学
校
区
の
様
子
を
紹
介

し
ま
し
た
。
こ
の
取
組
は
一
緒
に
活
動
を

行
っ
た
り
、
給
食
を
食
べ
た
り
し
な
が
ら

様
々
な
世
代
の
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
現
代
は
核

家
族
化
が
吉
賀
町
で
も
進
ん
で
お
り
、
３

世
代
同
居
の
家
庭
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
世
代
と
の
関
わ
り
方
を
体
験

的
に
学
ぶ
機
会
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
交
流
給
食
に
参
加
し
て
、
子
ど
も
と
一

緒
に
活
動
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

9 月 16 日朝倉小学校にて

完成間近のサクラマス交流センター

サ
ク
ラ
マ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

期
日
：
平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）

時
間
：
午
前
10
時
00
分
よ
り

内
覧
会

関
係
者
：
午
前
11
時
00
分
～
12
時
00
分

一　

般
：
12
時
00
分
～
17
時
00
分

10 月 19 日七日市小学校にて

「
吉
賀
町
の
給
食

は
お
い
し
く
、
学

生
時
代
を
思
い
出

し
ま
す
よ
！
」

1 月 26 日吉賀中学校にて
百人一首大会
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グラントワ
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
っ
て
な
に
？

　

フ
ァ
イ
ト
と
は
「
植
物
の
」

　
　
　
　
　
　
　

ケ
ミ
カ
ル
ス
は
「
化
合
物
」

　

自
分
で
は
動
け
な
い
野
菜
や
植
物
が
、
外
敵
や

自
然
界
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
つ
く
り
だ
す
成

分
が
フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
。

　

色
素
や
香
り
、
辛
み
、
苦
み
な
ど
の
機
能
成
分

を
い
う
。

　

野
菜
や
果
物
の
皮
や
種
・
芯
な
ど
の
食
べ
に
く

い
と
こ
ろ
に
含
ま
れ
て
い
て
い
る
も
の
も
多
い
た

め
、
出
来
る
だ
け
ま
る
ご
と
食
べ
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
も
植
物
と
同
じ
よ
う
に
紫
外
線
、
ス
ト

グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ズ　
　
　
　
　
　

木
下　

古
栗　
　
　

河
出
書
房
新
社

夜　

行　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
見
富
美
彦　
　
　

小
学
館

コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち
に　

川
口　

俊
和　
　
　

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

ト
ラ
ン
プ
は
世
界
を
ど
う
変
え
る
か
？

　
　
　

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
、
ト
ッ
ド　

佐
藤　

優　
　
　

朝
日
新
聞　

優
し
さ
と
勇
気
の
育
て
か
た　
　

水
谷　

修　
　
　
　

日
本
評
論
社　

罪
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塩
田
武
士　
　
　
　

講
談
社

幻　

庵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
田
尚
樹　
　
　
　

文
藝
春
秋

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

図書館だより

吉賀町立図書館

 [ ３月のみたい号巡回日 ]

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２３日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　２４日

柿木小学校　　７・２１日　柿木中学校　２１日

蔵木小学校　　１・１５日　蔵木中学校　１５日

七日市小学校　２・１６日　吉賀中学校　１６日

朝倉小学校　　３・１４日　六日市小学校　９日

＊都合により日程変更の場合があります。

[図書館の休館日 ]

＊毎月曜日と祝日は休館日です。

＊奇数月の最後の水曜日は、図書整理休館日です。

[図書返却について ]

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況１月》

　●貸出総数　３，７９７冊

　●貸出人数　　 ５５０人

　●来館者数　　 ６９３人

　《ベスト・リーダー！１２月》

「翻訳できない世界のことば」

　　　　　　　エラ・フランシス・サンダース著

「孤篷のひと」　　　　　　　　　葉室　　麟　著

「まねきねこ、おろろん」　　　　高橋　由太　著

「おばさん百科」　　　　　　　　小川　有里　著

「継続捜査ゼミ」　　　　　　　　今野　　敏　著

「セイレーンの懺悔」　　　　　　中山　七里　著

レ
ス
や
疲
れ
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
外
敵
に
囲
ま
れ
て
生
活
し

て
い
る
な
か
で
、
こ
う
し
た
外
敵
に
接
触
す
る
と
私
た
ち
の
体
の
中
で[

活

性
酸
素]

と
い
う
物
質
が
つ
く
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
が
エ
イ
ジ
ン
グ
や
病
気
を
引
き
起
こ
す
真
犯
人
ら
し
い
。

　

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
は
こ
の
真
犯
人
を
体
の
中
か
ら
消
去
す
る
と
い
う

す
ご
い
パ
ワ
ー
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
　

野
菜
と
く
だ
も
の
の
パ
ワ
ー

　
　
　
　
　

フ
ァ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
ス
で
き
れ
い
に
な
る
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
澤　

陽
夫　
　

著
書
よ
り

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
２
月
は
「
三
ノ
瀬
城
跡
」
「
田
野

原
八
町
八
反
」
「
星
坂
番
所
跡
」
な
ど
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。
３
月
は
、
「
鹿
足
河

内
の
集
落
跡
」「
弥
勒
院
の
し
だ
れ
桜
」「
坪

井
與
右
衛
門
の
墓
」「
木
地
師
妻
の
墓
」「
興

雲
（
運
）
寺
跡
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展
示
ご
紹
介
】

　

館
内
入
口
付
近
に
テ
ー
マ
展
示
を
し
て

い
ま
す
。「
芥
川
賞
・
直
木
賞
の
受
賞
作
品
」

と
「
本
屋
大
賞
」
「
Ｍ
Ｏ
Ｅ
絵
本
屋
さ
ん

大
賞
」を
並
べ
て
い
ま
す
。
直
木
賞
の
「
蜜

蜂
と
遠
雷
」
恩
田
陸
著
は
本
屋
大
賞
で
も

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
気
も
作

品
と
し
て
も
評
価
が
高
い
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
西
中
国
信
用
金
庫
よ
り
ご
寄
付
】

　

こ
の
度
、
西
中
国
信
用
金
庫
よ
り
10
万

円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

寄
付
金
で
大
き
な
活
字
の
本
を
購
入
し

て
、
配
架
い
た
し
ま
し
た
。
大
き
な
活
字

の
本
は
、
読
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、

近
年
こ
の
本
を
好
ま
れ
る
方
も
増
え
ま
し

た
。
ま
だ
作
品
数
は
少
な
い
の
で
、
今
回

の
購
入
で
、
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、ご
利
用
下
さ
い
。

[ お知らせ ]
今年度も町内の各小学校・中学校・高等学校に呼びかけ
読書感想文を募集したところ、たくさんのご応募をいた
だきました。それらは、いくつかの部門に分け審査いた
しました。詳細については、後日お知らせいたします。
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保健福祉だより

健康コーナー
このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。

今回は、「乳がんセルフチェック法」

　　　　　　　　　　　をテーマにご紹介します。

　女性が生涯を通じて、健康で明るく、充実した日々を過ごすことを総合的に支援するために

創設されました。そこで今回は、女性に最も多いがんである乳がんのセルフチェック法につい

て紹介します。定期的に乳房のセルフチェックをすることで、小さな変化や異変に気付きやす

くなり、がんを早期発見できる可能性が高まります。これを機に定期的なセルフチェックに取

り組んでみましょう。

見てチェック！鏡の前で

①両手を下げた姿勢で、乳房や乳頭を観察します。

②両手を腰に当てた姿勢で、乳房や乳頭を観察します。

③頭の後ろで手を組んだ姿勢で、乳房や乳頭を観察します。

④乳頭を軽くつまみ、血のような分泌物がないか調べます。

３月１日～３月７日は女性の健康週間

チェック
すべき症状

しこり えくぼ・ただれ等皮膚の変化

脇の下のリンパ節の腫れ 乳房からの分泌物

左右差の有無

触ってチェック！お風呂で

●皮膚の凹凸がよくわかるように、手に石鹸をつけて滑りやすくしておきます。

①手を下げたまま、4 本の指の腹で「の」の字を書くように乳房全体を軽く圧迫

するように調べます。

②腕を上げた状態で①と同様に調べます。

触ってチェック！ベッドや布団の上で

●仰向けに横たわり、調べる側の乳房の下に薄いクッションを敷いておきます。

①調べる側の腕を頭の後方に上げ、指の腹で圧迫しながら調べます。

②腕を下げて、①と同様に調べます。

③わきの下に手を入れ、しこりがないか調べます。

毎月 1 回のチェックを習慣に

セルフチェックは閉経前の方は乳房がやわらかくなる月経終了後 1週間～ 10 日の間に、

閉経後の方は一定の日にちを決めて、毎月 1回行いましょう。

変化に気付いたらすぐに受診を

少しでも変化や異変に気がついたら、

すぐに専門の医療機関に受診しましょう。
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食育コーナー　親子で作ろう！我が家のみそ汁コンテスト　Part ２

　先月号から吉賀町内の全小中学校の児童生徒対象に夏休みに「親子で作ろう！我が家のみそ汁

コンテスト」の優秀賞に選ばれたレシピをご紹介しています。

　今回も「カミカミ部門」優秀賞の中から 2つレシピを紹介します。

『スルメ入りみそしる』

六日市小学校４年　村
むらかみ

上　直
なお

さん

保健福祉だより

村
むらかみ

上直
なお

さんから 感想・ポイント

　スルメを入れたところです。

　お母さんといっしょにできたのでよかった

です。

なす　　　　　　　　７５g

スルメ　　　　　　　１５g

わかめ　　　　　　　３.５g

みそ（だし入り）　　　５０g

材料（５人分）

①わかめを水で戻す。

②なすを輪切りにする。

③水に材料を入れる。

④なすに火が通ったら火を止める。

⑤だし入りみそを入れる。

作　り　方

『かむかみおみそしる』

六日市小学校３年　山
やまもと

本華
かりん

凜さん

山
やまもと

本華
かりん

凜さんから 感想・ポイント

　さきいかをのどに詰まらないように切りま

した。さきいかに味がついているのでみその

量を少なめにしました。

　お母さんと作ったみそしるはとてもおいし

かった。さきいかの入ったみそしるはなかな

かおすすめです。

ソフトさきいか　　　１５g

かぼちゃ　　　　　　７５g

さつまいも　　　　　７５g

たまねぎ　　　　　　５０g

とうふ　　　　　　１００g

ねぎ　　　　　　　　２５g

煮干し　　　　　　　１５g

みそ　　　　　　　　４０g

材料（５人分）

①煮干しでだしをとる。

②野菜を切って入れる。

③豆腐はつぶして入れる。

④さきいか、みそを入れる。

⑤食べる前にねぎをちらす。

作　り　方
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できごと・話題

　

キ
ヌ
ヤ
益
田
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
「
吉
賀
町
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
、
１
月
28
日
（
土
）
、
29

日
（
日
）
、
「
吉
賀
町
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
吉

賀
高
校
生
が
発
案
し
た
「
吉
高
ラ
イ
ス

バ
ー
ガ
ー
」
の
販
売
も
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
吉
賀
高
校
生
も
参
加
し
、ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
を
は
じ
め
吉
賀
町
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行

特設ブースで販売したライスバーガー

キ
ヌ
ヤ
益
田　

吉
賀
町
フ
ェ
ア
開
催

　
　

 

吉
賀
高
校
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
販
売

　

食
品
表
示
制
度
に
つ
い
て
、
益
田
保
健

所
の
永な

が
い井

元は
じ
めさ

ん
を
講
師
に
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

農
産
物
を
加
工
し
て
、
容
器
に
入
れ
た

り
、
包
装
し
た
り
し
て
販
売
す
る
と
き
に

は
、
必
ず
食
品
表
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
食
品
表
示
法
が
改
正
さ
れ
、
加
工

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー　

公
開
講
座

　
　

加
工
食
品
の
食
品
表
示

　
　
　
　

「
食
品
表
示
制
度
に
つ
い
て
」

品
は
平
成
32

年
４
月
か
ら

新
し
い
基
準

に
よ
り
表
示

を
す
る
必
要

が

あ

り

ま

す
。　

食
品
表
示
に
は
、
名
称
、
原
材
料
、

添
加
物
使
用
、
賞
味
期
限
、
保
存
方
法
、

製
造
者
と
い
っ
た
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
消
費
者
が
表
示
を
見
て
加
工
食
品

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
食
品
表

示
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
講
師
の
永
井
さ
ん
か
ら
、

食
品
表
示
の
基
本
的
な
事
項
に
つ
い
て
、

説
明
が
あ
り
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
食
品
表
示
を
旧
基
準
か
ら
新
基
準
の

表
示
に
切
り
替
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
だ
の
方
は
こ
れ
を
機
会
に
新

基
準
へ
の
切
り
替
え
の
準
備
を
し
て
ほ
し

い
ま
し
た
。

両
日
と
も
に

昼
過
ぎ
に
は

商
品
が
完
売

す
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

　

第
９
回
吉
賀
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
が
１
月
15
日
吉
賀
町
民
六
日
市

体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
は
、
家
族
や
地
域

な
ど
で
編
成
さ
れ
た
６
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
抜
き
決
勝
リ
ー
グ

に
な
る
と
ラ
リ
ー
の
応
酬
と
な
り
一
喜
一

憂
の
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
ラ
ケ
ッ

ト
の
貸
し
出
し
も
で
き
ま
す
の
で
や
っ
て

み
よ
う
か
な
と
思
わ
れ
る
方
は
教
育
委
員

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第
９
回
吉
賀
町

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
開
催

　

１
月
31
日
（
火
）
六
日
市
地
区
婦
人
会

や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
吉
賀
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
お
餅

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
よ
い
し
ょ
！
」
「
よ
い
し
ょ
！
」
の
掛

け
声
に
合
わ
せ
小
さ
な
手
で
小
さ
な
杵
を

持
ち
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
お
餅
を
つ
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
つ
ま
み
食
い
を
し
な
が
ら

熱
々
の
お
餅
を
丸
め
大
小
様
々
の
、
い
ろ

い
ろ
な
形
の
お
餅
が
で
き
ま
し
た
。

　

つ
き
た
て
の
お
餅
を
ぜ
ん
ざ
い
に
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
一
緒
に
頂
き
、
世

代
間
交
流
も
で
き
た
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

「
お
餅
つ
き
を
し
ま
し
た
」

い
と
話

し
て
お

ら
れ
ま

し
た
。

講師の永井元氏

食品表示制度講習会の様子
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できごと・話題

　

昭
和
24
年
１
月
26
日
に
、
国
宝
の
奈
良

法
隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
火
災
に
よ
り
消
失

し
ま
し
た
。
こ
の
日
を
忘
れ
な
い
た
め
に

昭
和
30
年
か
ら
毎
年
１
月
26
日
が
、
「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
文
化
財

を
火
災
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
全
国
的
に
文
化
財
防
火
運
動
が
展

開
さ
れ
、
文
化
財
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
賀
町
で
は
、
１
月
22
日
（
日
）
国
の

重
要
文
化
財
で
あ
る
注
連
川
の
「
旧
道
面

家
住
宅
」
と
、
１
月
23
日
（
月
）
町
の
文

化
財
指
定
で
あ
る
柿
木
村
福
川
の
福
川
八

幡
宮
に
お
い
て
防
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

文
化
財
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
！

～
第
６
３
回
文
化
財
防
火
デ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

 

防
火
訓
練
実
施
～

火
災
通
報
訓
練
、
放
水
訓
練
な
ど
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
訓
練
が
真
剣
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
道
面
家

住
宅
で
は
、

住

宅

管

理

者
、
消
防
団
、

六
日
市
分
遣

所
な
ど
40
名

あ
ま
り
が
参

加
し
、
初
期

消
火
訓
練
、

し
た
。
分
遣
所
職
員
の
迅
速
な
動
き
と
鋭

い
掛
け
声
で
緊
張
感
の
あ
る
訓
練
で
し

　

福
川
八

幡
宮
で
は

柿
木
分
遣

所
、
教
育

委
員
会
が

参

加

し
、

放
水
訓
練

な
ど
が
実

施
さ
れ
ま

た
。

　

吉
賀
町
に
は
こ

の
ほ
か
に
も
た
く

さ
ん
の
文
化
財
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
地
域
の
宝
を
、

住
民
の
貴
重
な
共

有
財
産
と
し
て
一

人
ひ
と
り
が
認
識

し
、
大
切
に
守
り

後
世
に
残
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

 

世
代
間
交
流

　

12
月
27
日
吉
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
調

理
室
に
お
い
て
、
吉
賀
高
校
地
域
ク
ラ
ブ

と
授
業
の
中
で
地
域
の
魅
力
化
プ
ラ
ン
を

企
画
す
る
９
名
が
六
日
市
小
学
校
６
年
生

６
名
と
世
代
間
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
を
高
校
の
魅
力
と

し
て
市
場
で
販
売
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
チ
ー

ム
、
「
地
域
ク
ラ
ブ
と
し
て
取
り
組
ん
で

き
た
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
の
種
類
を
増
や
し

た
い
」
と
考
え
て
い
る
メ
ン
バ
ー
、
そ
し

て
「
小
学
生
と
の
異
年
齢
交
流
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
」と
い
う
大
人
の
思
い
も
あ
り
、

六
日
市
公
民
館
の
協
力
を
い
た
だ
き
初
め

て
の
試
み
と
し
て
合
同
で
作
成
す
る
新
し

吉
賀
高
校
魅
力
化

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田　

紀
之

和
牛
の
ば
ら
肉
炒
め
）
を
作
り
上
げ
て
社

会
福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
教
育
委
員

会
、
総
務
課
高
校
支
援
室
の
合
計
約
40
数

名
に
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン
を
し
、
試
食
を
し

て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
で
用
意
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
内

容
の
濃
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
た
吉
賀
町
の
子
ど
も
が
同

じ
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高

校
生
は
幼
い
と
思
っ
て
い
た
小
学
生
が
意

外
と
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
驚

き
、
小
学
生
は
高
校
生
の
き
び
き
び
と
活

動
す
る
姿
に
あ
る
種
の
あ
こ
が
れ
を
抱

き
、
近
づ
き
が
た
か
っ
た
高
校
生
も
一
緒

に
活
動
す
る
と
近
い
存
在
で
あ
る
こ
と
に

気
が
付
い
た
り
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
い
た
だ
い
た
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
の
感
想
や
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

今
後
生
徒
に
よ
っ
て
次
の
ア
イ
デ
ア
へ
と

い
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
六
日
市
小

学
校
の
６
年
生
と
高

校
生
が
ご
飯
を
炊
く

と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
２
種
類
の

バ
ー
ガ
ー
（
カ
ツ
と

つ
な
が
っ
て

い
く
は
ず
で

す
。

　

今
回
お
世

話
に
な
り
ま

し
た
皆
様
に

心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま

す
。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

春
近
し
カ
ー
テ
ン
ご
し
に
鳥
の
声　
　
　
　

三
浦
知
恵
美

　

《
短
歌
》

降
り
し
き
る
雪
の
向
こ
う
に
菩
提
寺
の

　
　

暮
れ
の
鐘
の
音
か
す
か
に
聞
こ
え　
　

佐
々
田　

登

残
雪
に
種
子
袋
ふ
り
春
を
待
ち

　
　

畑
の
絵
図
を
思
い
う
か
べ
て　
　
　
　

川
口　

敦
子

有
明
け
を
眠
れ
る
郷
の
空
低
く

　
　

雲
伴
ひ
て
月
十
三
夜　
　
　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

色
褪
せ
て
咲
け
る
つ
つ
じ
の
返
り
花

　
　

師
走
の
さ
む
き
風
に　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

できごと・話題

　

１
月
21
～
22
日
、
広
島
県
立
総
合
体
育

館
周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
島
根
ふ
る
さ
と

フ
ェ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

屋
内
は
地
元
物
産
を
販
売
し
、
屋
外
で

は
田
舎
ま
ん
じ
ゅ
う
や
ピ
ザ
・
三
色
も
ち

を
販
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
高
津
川
流
域

の
１
市
２
町
（
益
田
市
・
津
和
野
町
・
吉

賀
町
）
合
同
で
Ｐ
Ｒ
活
動
や
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
、
高
津

川
流
域
ブ
ー
ス
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

２
日
間
合
計
で
15
万
人
を
越
す
来
場
者

が
会
場
へ
足
を
運
び
ま
し
た
。

島
根
の
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い

　
　
　

島
根
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア　

開
催島根ふるさとフェアの様子

心
の
扉

　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
で
暮
ら
す
方
の
川
柳
で
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
何
十
年
も
前
に
完
治
し
て
い
る
の
に
い
ま
だ
に
ふ

る
さ
と
に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

風
呂
焚
い
た
煙
を
思
い
里
思
い

町
名
が
変
わ
り
古
里
な
お
遠
い

身
内
よ
り
長
い
縁
で
助
け
合
い

良
い
方
に
と
ら
ね
ば
笑
み
が
続
か
な
い

　

過
ぎ
た
過
去
は
戻
り
ま
せ
ん
が
、
未
来
は
こ
れ
か
ら
の
人
々

の
思
い
や
行
動
で
造
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
正
し
い
こ
と
を
知
っ
て

行
動
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
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ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

農
機
具
の
ロ
ー
ン
迫
り
て
気
が
揉
め
る　
　

大
庭　

寛

あ
の
人
に
迫
る
勇
気
が
出
て
こ
な
い　
　
　

大
場　

博
明

走
行
中
迫
る
横
切
る
野
生
物　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

川
柳
の
締
め
切
り
迫
る
困
っ
た
な　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

郷
祭
り
神
楽
の
係
り
迫
り
来
る　
　
　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

高
ぶ
り
を
抑
え
て
迫
る
展
示
会　
　
　
　
　

田
村　

民
子

運
動
会
後
か
ら
迫
る
足
の
音　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

川
柳
の
期
限
迫
っ
て
脳
使
う　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

山
迫
る
蔵
木
の
里
の
大
自
然　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

近
々
の
紅
葉
満
ち
て
山
迫
る　
　
　
　
　
　

斉
藤　

良
子

迫
り
来
る
夕
焼
け
雲
に
家
路
着
く　
　
　
　

寺
戸
美
磋
子

危
機
迫
る
北
朝
鮮
の
民
あ
わ
れ　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

イ
ケ
メ
ン
に
迫
ら
れ
る
夢
見
て
み
た
い　
　

大
庭　

和
子

そ
れ
行
け
と
迫
っ
て
い
る
よ
な
後
続
車　
　

角
河　

淑
子

と
き
め
き
を
チ
ョ
コ
に
託
す
バ
レ
ン
タ
イ
ン　

村
上　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
２
月
号
№
１
３
６
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
２
頁　

お
知
ら
せ　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
担
当
地
区

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
１
月
届
出
）

　
　

堀
本　

綱
子　
　

さ
ん　

89
歳　
　
　

七
日
市

　
　

笠
江　

眞　
　
　

さ
ん　

67
歳　
　
　

木
部
谷

　
　

石
井　

究　
　
　

さ
ん　

93
歳　
　
　

下
須

　
　

藤
井　

キ
ミ
エ　

さ
ん　

85
歳　
　
　

上
高
尻

　
　

澄
川　

ア
サ
コ　

さ
ん　

86
歳　
　
　

抜
月

　
　

狩
山　

義
己　
　

さ
ん　

87
歳　
　
　

広
石

　
　

廣
中　

保
美　
　

さ
ん　

91
歳　
　
　

六
日
市

　
　

大
庭　

フ
サ
子　

さ
ん　

83
歳　
　
　

柿
木

　
　

澄
川　

薫　
　
　

さ
ん　

60
歳　
　
　

抜
月

　
　

藏
本　

善
正　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

立
戸

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
１
月
届
出
）

　
　

長
谷
川　

咲
（
え
み
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

慎
・
友
紀
さ
ん
の
子　
　
　

上
高
尻

　
　

片
上　

蕾
（
つ
ぼ
み
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

龍
一
・
知
恵
さ
ん
の
子　
　

七
日
市

　
　

河
口　

幸
乃
進
（
ゆ
き
の
し
ん
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

貴
哉
・
な
つ
み
さ
ん
の
子　

広
石

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

担当地区 氏　　名

井出原～大井谷 三浦　清美

原手下～下が原下 石井　泉

担当地区 氏　　名

井手ヶ原～大井谷 三浦　清美

法師渕～原手～下ヶ原 石井　泉

誤

正
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編
集
・
発
行
　
吉
賀
町
役
場
企
画
課

〒
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-
5
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島
根
県
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足
郡
吉
賀
町
六
日
市

7
5
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地
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話

0
8
5
6
-
7
7
-
1
4
3
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F
A
X
0
8
5
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-
7
7
-
1
8
9
1

吉
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
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吉
賀
町
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

i
n
f
o
@
k
m
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

5

6 ：00 

　きょうの健康（3

　時間毎）

2

6 ：00 

●ニュースサンネット

12

6 ：00 

●ニュースサンネット

11

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.6

10

6：00 

●ますますおいしい 

　3月放送分

9

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 3月号

8

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.12

7

6 ：00 

松江城天守国宝指定

１周年記念シンポジ

ウム

～尾張生まれの堀尾

吉晴が築いた城～

（3時間毎）

6

6 ：00 

●ニュースサンネット 

19

6 ：00 

●ニュースサンネット 

18

6：00 

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 3月号　

17

6 ：00 

　きょうの健康（3

　時間毎）

16

6：00 

●平成29年津和野

　町子ども議会（3

　時間毎）

15

6 ：00

●LOOKING FOR 

　アクアス2月号 

 

7：00 

●釣り天国！石見 

　2月号

14

6 ：00  

ニュースサンネッ　

ト 月間総集編2月放

送分（3時間毎）

13

6 ：00 

●ニュースサンネット

26

6 ：00 

●ニュースサンネット

25

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.6

24

6：00 

●ますますおいしい 

　3月放送分

23

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 3月号

22

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.12

21

6 ：00 

山陰ケーブルビジ

ョン開局30周年記

念「辛坊さんの激

辛！地方創生論」 

（3時間毎）

20

10・15・20～ 

　吉賀町議会 

　初日午前

28

10・15・20～ 

　吉賀町議会 

　町長施政方針

27

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間

6 ：00 

●お天気てるてる情

　報 Vol.24

1

今月のオススメ番組

333

再

6：00 

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 2月号　

3

6 ：00 

●ニュースサンネット

4

再

再

特

まちかどメッセージ募集中！

再

10・15・20～ 

　吉賀町議会 

　2日目午後

31

10・15・20～ 

　吉賀町議会 

　2日目午前

30

10・15・20～ 

　吉賀町議会 

　初日午後

29

再

再

再

再

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送　  　…再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

録画機能付き

ＳＴＢ登場 !

詳しくはサンネットにちはらまで！

　１月１５日に行われた、山陰ケーブルビジョン開局３０周年記

念講演会「辛坊さんの激辛！地方創生論」の模様を放送します。

第１部では、キャスターとして活躍している「辛坊治郎」氏を講

師に迎え、「地方創生」について熱く語っていただきました。

　第２部では辛坊氏を始め、映画監督の「錦織良成」氏と、政治

に関心の深いタレント「春香クリスティーン」氏の３人で「一票

の格差」や「若者の増減問題」などについて、それぞれの視点か

ら意見が出されました。

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の四

季折々の風景を番組が放送されていない時

間帯にデータ放送とともにお送りしていま

す。

　みなさんのお住まいの地域で放送してほ

しい景色・風景などありましたらぜひサン

ネットにちはらまでお寄せください。

山陰ケーブルビジョン開局３０周年 

～辛坊さんの激辛！地方創生論～


